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次

監
査
委
員
公
表
第
５９２号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２年

法
律
第
６７号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
２４２条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

国
東
市
国
東
町
田
深
１００５番

地
５
猪
野
静
夫
か
ら
請
求
の
あ
っ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果

を
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
２８年

５
月
１８日

付
け
で
請
求
人
に
通
知
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。
平
成
２８年

５
月
１９日

大
分
県
監
査
委
員

首
藤

博
文

大
分
県
監
査
委
員

栁
井

貞
美

大
分
県
監
査
委
員

濱
田

洋
大
分
県
監
査
委
員

尾
島

保
彦

第
１
監
査
の
請
求

１
請
求
の
受
理

本
件
住
民
監
査
請
求
（
以
下
「
本
件
請
求
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
法
第
２４２条

所
定
の
要
件

を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
平
成
２８年

３
月
１８日

付
け
で
こ
れ
を
受
理
し
た
。

２
請
求
人

国
東
市
国
東
町
田
深
１００５番

地
５
猪
野
静
夫

３
請
求
の
要
旨

本
件
請
求
に
係
る
請
求
人
の
主
張
事
実
及
び
請
求
人
が
求
め
る
措
置
の
要
旨
並
び
に
請
求
書
に
添
え

ら
れ
た
事
実
証
明
書
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
漁
網
、
漁
具
等
の
放
置
は
、
大
分
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
（
昭
和
５１年

大
分
県
条
例
第
１９号

。
以

下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
違
反
す
る
が
、
大
分
県
土
木
建
築
部
港
湾
課
（
以
下
「
港
湾

課
」
と
い
う
。
）
及
び
大
分
県
国
東
土
木
事
務
所
（
以
下
「
国
東
土
木
事
務
所
」
と
い
う
。
）
は
、

条
例
に
基
づ
い
た
管
理
業
務
を
怠
っ
て
お
り
、
指
導
、
注
意
を
し
て
い
な
い
。
漁
協
支
店
長
に
条
例

を
遵
守
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
記
録
も
な
い
。

⑵
漁
具
等
の
放
置
は
、
大
分
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。
）
の
所
有
地
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

漁
民
は
条
例
に
従
わ
ず
自
由
に
港
湾
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
漁
具
等
の
放
置
、
乗
船
す
る
た
め
の

タ
ラ
ッ
プ
の
設
置
、
使
用
済
み
「
ゴ
ミ
」
等
の
放
置
な
ど
は
、
県
施
設
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

⑶
過
去
４０年

に
わ
た
り
港
湾
施
設
の
管
理
を
怠
っ
て
い
る
事
実
を
改
め
る
た
め
、
条
例
に
基
づ
い
た

適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
及
び
条
例
第
２５条

に
規
定
す
る
罰
則
の
適
用
を
求
め
る
。

⑷
事
実
証
明
書

ア
国
東
港
に
お
け
る
漁
具
等
の
放
置
を
示
す
写
真
１６点

（
平
成
２８年

３
月
５
日
又
は
同
月
６
日
時

点
）

イ
ア
の
写
真
の
撮
影
位
置
図

ウ
条
例
の
規
定
の
抜
粋

エ
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部
港
湾
管
理
課
か
ら
請
求
人
宛
の
平
成
２７年

６
月
１０

日
付
け
回
答
文
書
の
写
し

オ
「
港
湾
施
設
下
の
空
洞
調
査
を
実
施
し
ま
す
」
と
題
す
る
書
面

カ
竹
田
津
漁
港
ほ
か
の
写
真

キ
港
湾
管
理
日
誌
の
写
し
（
平
成
２７年

４
月
１
日
～
同
年
１０月

２９日
）

ク
港
湾
管
理
日
誌
の
写
し
（
平
成
２６年

１１月
４
日
～
平
成
２７年

３
月
３０日

）
ケ
庁
用
自
動
車
使
用
簿
の
写
し
（
平
成
２７年

４
月
～
同
年
１０月

）
コ
庁
用
自
動
車
使
用
簿
の
写
し
（
平
成
２６年

１１月
～
平
成
２７年

３
月
）

第
２
監
査
の
実
施

１
監
査
対
象
機
関

港
湾
課
及
び
国
東
土
木
事
務
所
を
監
査
対
象
機
関
と
し
た
。

２
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

法
第
２４２条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求
人
に
対
し
て
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え

た
が
、
請
求
人
は
、
新
た
な
証
拠
を
提
出
せ
ず
、
ま
た
、
陳
述
を
行
わ
な
か
っ
た
。

３
監
査
対
象
事
項

本
件
請
求
に
お
い
て
監
査
対
象
と
す
る
財
務
会
計
上
の
行
為
を
、
国
東
港
（
国
東
地
区
、
伊
美
地

平
成
二
十
八
年

（ 木 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

七
九

五
月
十
九
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

一



区
、
富
来
地
区
及
び
武
蔵
地
区
に
限
る
。
第
３
の
１
の
⑷
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
漁

具
、
漁
網
等
が
放
置
さ
れ
、
県
有
地
に
係
る
県
の
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
が
財
産
の
管
理
を
怠
た
る
事
実
と
し
、
当
該
事
実
が
違
法
又
は
不
当
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

否
か
等
に
つ
い
て
監
査
し
た
。

４
監
査
の
実
施

平
成
２８年

４
月
１４日

に
監
査
対
象
機
関
に
対
し
職
員
監
査
を
実
施
し
、
同
年
５
月
９
日
に
委
員
監
査

を
実
施
し
た
。

第
３
監
査
の
結
果

本
件
請
求
に
つ
い
て
は
、
合
議
に
よ
り
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

「
本
件
請
求
の
う
ち
別
紙
『
国
東
港
に
お
け
る
漁
具
等
の
存
置
の
状
況
』
の
番
号
１
か
ら
番
号
３
ま

で
に
係
る
も
の
は
法
第
２４２条

に
規
定
す
る
要
件
を
具
備
し
な
い
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
か
ら
却
下

し
、
同
番
号
４
か
ら
番
号
１２ま

で
に
係
る
も
の
は
理
由
が
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
す
る
。
」

以
下
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１
事
実
関
係
の
確
認

⑴
大
分
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任

大
分
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
４３年

大
分
県
規
則
第
６０号

）
第
２
条
及
び
同
規
則
別
表
第
３
の
規

定
に
よ
り
、
大
分
県
知
事
（
以
下
「
知
事
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
条
例
第

１９条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
若
し
く
は
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定

に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
、
作
業
そ
の
他
の
行
為
の
中
止
、
貨
物
そ
の
他
の
物
件
の

搬
出
、
船
舶
の
移
動
、
工
作
物
等
の
改
築
若
し
く
は
除
却
、
作
業
そ
の
他
の
行
為
若
し
く
は
工
作
物

等
に
よ
り
生
じ
た
若
し
く
は
生
ず
べ
き
障
害
を
除
去
し
、
若
し
く
は
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

の
設
置
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
若
し
く
は
港
湾
施
設
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

は
、
土
木
事
務
所
長
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。

⑵
国
東
港
に
お
け
る
漁
具
等
の
存
置
の
状
況

国
東
港
の
港
湾
施
設
の
敷
地
で
あ
る
県
有
地
に
お
い
て
、
別
紙
の
番
号
４
か
ら
番
号
１２ま

で
の
と

お
り
漁
具
等
が
存
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
以
下
「
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
」
と
い
う
。
）
を
職
員
監

査
で
確
認
し
た
。

ま
た
、
国
東
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は
、
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
が
始
め
ら
れ
た
時
期
及
び
所
有

者
又
は
使
用
者
を
特
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
漁
具
等
に
つ
い
て
個
別
の
撤
去
指
導
は
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

⑶
国
東
土
木
事
務
所
の
過
去
の
指
導
状
況

国
東
土
木
事
務
所
が
、
過
去
に
、
国
東
港
に
存
置
さ
れ
た
漁
具
そ
の
他
の
物
件
に
つ
い
て
撤
去
等

の
指
導
を
行
い
、
撤
去
に
至
っ
た
事
例
の
状
況
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
物
揚

場
」
と
は
、
岸
壁
（
船
舶
を
係
留
さ
せ
る
施
設
）
の
う
ち
水
深
が
マ
イ
ナ
ス
４．５メ

ー
ト
ル
未
満
の

も
の
を
い
い
、
「
エ
プ
ロ
ン
」
と
は
、
岸
壁
や
物
揚
場
の
接
岸
部
か
ら
荷
さ
ば
き
地
や
上
屋
等
ま
で

の
舗
装
部
分
を
い
う
。

ア
田
深
地
区
－
３．０m

物
揚
場
（
以
下
「
保
育
所
前
物
揚
場
」
と
い
う
。
）
の
エ
プ
ロ
ン
に
置
か

れ
て
い
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
撤
去

平
成
２３年

７
月
２９日

人
よ
け
の
た
め
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置

平
成
２３年

９
月
７
日
国
東
市
、
大
分
県
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
「
県
漁
協
」
と
い
う
。
）
く

に
さ
き
支
店
、
県
漁
協
国
見
支
店
、
大
分
県
東
部
振
興
局
（
以
下
「
東
部

振
興
局
」
と
い
う
。
）
及
び
大
分
県
土
木
建
築
部
港
湾
経
営
室
（
以
下

「
港
湾
経
営
室
」
と
い
う
。
）
と
代
替
設
備
の
設
置
を
含
め
た
協
議
を
開

始
。
な
お
、
県
漁
協
国
見
支
店
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
設
置
主
体
で
あ

る
。

平
成
２３年

１１月
２９日

港
湾
経
営
室
と
代
替
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
協
議

平
成
２３年

１２月
１２日

県
漁
協
国
見
支
店
か
ら
、
代
替
設
備
の
設
置
要
望
を
取
り
下
げ
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
を
撤
去
す
る
旨
の
連
絡

平
成
２４年

２
月

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

イ
保
育
所
前
物
揚
場
の
エ
プ
ロ
ン
に
置
か
れ
て
い
た
ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
の
撤
去

平
成
２３年

９
月
７
日
国
東
市
、
県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
、
県
漁
協
国
見
支
店
、
東
部
振
興
局

及
び
港
湾
経
営
室
と
代
替
設
備
の
設
置
を
含
め
た
協
議
を
開
始

平
成
２３年

１１月
２９日

港
湾
経
営
室
と
代
替
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
協
議

平
成
２３年

１２月
１９日

ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
の
所
有
者
と
代
替
設
備
の
設
置
を
含
め

た
協
議
を
開
始

平
成
２５年

５
月
３１日

ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
の
所
有
者
と
の
最
後
の
協
議
、
代
替
と

な
る
共
同
利
用
施
設
の
設
置
は
実
現
性
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
及

び
ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
を
撤
去
す
る
こ
と
を
合
意

平
成
２５年

７
月
３
日
ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
な

お
、
ウ
イ
ン
チ
付
き
廃
消
防
自
動
車
は
、
国
東
市
が
上
記
所
有
者
に
貸
し

付
け
た
同
市
所
有
地
（
普
通
財
産
）
上
に
置
か
れ
て
い
た
。

ウ
保
育
所
前
物
揚
場
の
エ
プ
ロ
ン
に
置
か
れ
て
い
た
漁
具
等
の
撤
去

平
成
２３年

９
月
７
日
国
東
市
、
県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
、
県
漁
協
国
見
支
店
、
東
部
振
興
局

及
び
港
湾
経
営
室
と
協
議
を
開
始

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）
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平
成
２３年

１２月
２７日

判
明
し
た
３
人
の
所
有
者
の
う
ち
１
人
に
対
し
て
撤
去
を
要
請

平
成
２４年

２
月
７
日
保
育
所
前
物
揚
場
背
後
の
荷
さ
ば
き
地
（
以
下
本
項
に
お
い
て
単
に

「
荷
さ
ば
き
地
」
と
い
う
。
）
の
舗
装
工
事
を
施
工
し
た
上
で
、
同
地
を

漁
具
等
の
置
場
と
し
て
運
用
す
る
方
針
を
地
元
漁
業
者
に
説
明

平
成
２４年

２
月

荷
さ
ば
き
地
の
舗
装
工
事
を
施
工

平
成
２４年

５
月
上
旬
県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
に
漁
具
を
荷
さ
ば
き
地
に
移
動
す
る
こ
と
に
つ

い
て
所
有
者
の
了
承
を
得
る
よ
う
依
頼

平
成
２４年

５
月
２５日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
に
漁
具
を
荷
さ
ば
き
地
に
移
動
す
る
こ
と
に
つ

い
て
所
有
者
の
了
承
を
得
る
よ
う
再
度
依
頼

平
成
２４年

６
月
６
日
県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
と
協
議
。
漁
具
等
の
一
部
は
撤
去
さ
れ
て
い
る

こ
と
及
び
各
所
有
者
が
保
育
所
前
物
揚
場
か
ら
漁
具
等
を
移
動
す
る
こ
と

に
つ
い
て
了
解
し
た
こ
と
を
確
認

平
成
２４年

６
月
１５日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
国
東
営
業
店
と
、
荷
さ
ば
き
地
の
使
用
許
可
及

び
使
用
範
囲
等
に
つ
い
て
協
議

平
成
２４年

６
月
２１日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
国
東
営
業
店
と
、
荷
さ
ば
き
地
の
使
用
許
可
及

び
使
用
範
囲
等
に
つ
い
て
協
議

平
成
２４年

６
月
２１日

国
東
市
と
、
荷
さ
ば
き
地
の
使
用
許
可
及
び
使
用
範
囲
等
に
つ
い
て
協

議
平
成
２４年

７
月
６
日
国
東
市
と
、
荷
さ
ば
き
地
の
使
用
許
可
及
び
使
用
範
囲
等
に
つ
い
て
協

議
平
成
２４年

７
月
１１日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
国
東
営
業
店
及
び
漁
具
等
の
所
有
者
３
人
と
、

漁
具
を
荷
さ
ば
き
地
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
協
議

平
成
２４年

７
月
１７日

国
東
市
か
ら
荷
さ
ば
き
地
に
係
る
港
湾
施
設
使
用
許
可
申
請

平
成
２４年

７
月
２３日

国
東
市
か
ら
の
申
請
を
許
可

（
許
可
の
内
容
）

数
量

５５８．５平
方
メ
ー
ト
ル

使
用
の
目
的
水
産
関
係
作
業
用
機
器
、
用
具
置
場
及
び
作
業
用
地

使
用
の
期
間
平
成
２４年

７
月
２３日

か
ら
平
成
２５年

３
月
３１日

ま
で

使
用
料
条
例
第
１５条

第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
免
除

エ
田
深
地
区
－
２．０m

物
揚
場
及
び
田
深
地
区
－
３．５m

物
揚
場
の
エ
プ
ロ
ン
等
に
置
か
れ
て
い

た
漁
具
等
の
撤
去

平
成
２５年

９
月
１８日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
及
び
港
湾
課
と
国
東
港
の
管
理
に
つ
い
て
協
議

を
開
始

平
成
２５年

１０月
１６日

県
漁
協
く
に
さ
き
支
店
長
に
「
港
湾
施
設
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
文
書
を
送
付
し
て
、
漁
具
等
の
移
動
・
廃
棄
漁
具
等
の
処
分
の
取

組
を
実
施
す
る
旨
及
び
こ
の
取
組
に
つ
い
て
の
協
力
を
得
る
た
め
港
湾
利

用
者
等
関
係
者
へ
の
周
知
を
依
頼
す
る
旨
を
通
知

平
成
２６年

２
月
２８日

上
記
の
取
組
に
係
る
廃
棄
漁
具
等
の
処
分
に
係
る
廃
棄
物
処
理
委
託
契

約
締
結

平
成
２６年

３
月
１４日

上
記
廃
棄
物
処
理
委
託
業
務
の
完
了
検
査

⑷
国
東
港
の
利
用
状
況

平
成
２７年

度
に
お
け
る
国
東
港
各
地
区
の
岸
壁
・
物
揚
場
の
使
用
許
可
件
数
は
、
国
東
地
区
の
田

深
地
区
－
５．５m

岸
壁
及
び
田
深
地
区
－
４．５m

岸
壁
が
合
わ
せ
て
２１件

（
延
べ
７１回

・
３８７日

）
、

伊
美
地
区
の
古
町
地
区
－
３．５M

物
揚
場
（
フ
ェ
リ
ー
接
岸
用
物
揚
場
）
が
２
件
（
延
べ
４，３２３

回
）
、
同
地
区
の
古
町
地
区
－
３．０M

物
揚
場
（
旧
フ
ェ
リ
ー
接
岸
用
物
揚
場
）
が
１
件
（
延
べ
１９

回
・
２２日

）
、
熊
毛
地
区
の
熊
毛
港
岸
壁
（
－
５．５M

）
が
３
件
（
延
べ
６
回
・
６
日
）
で
あ
り
、

本
件
各
漁
具
等
の
存
置
が
確
認
さ
れ
た
港
湾
施
設
に
関
係
す
る
７
箇
所
の
物
揚
場
（
国
東
地
区
の
田

深
地
区
－
２．０m

物
揚
場
、
田
深
地
区
－
３．５m

物
揚
場
及
び
王
子
ヶ
浜
地
区
物
揚
場
、
伊
美
地
区

の
古
町
地
区
－
２．０M

物
揚
場
、
富
来
地
区
の
富
来
地
区
松
原
物
揚
場
並
び
に
武
蔵
地
区
の
古
市
地

区
５
号
物
揚
場
及
び
古
市
地
区
６
号
物
揚
場
）
に
つ
い
て
は
、
港
湾
施
設
使
用
許
可
申
請
書
は
１
件

も
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

２
監
査
対
象
機
関
の
説
明

⑴
港
湾
施
設
を
管
理
す
る
県
で
は
、
施
設
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
定
期
的
に
巡
視
を
行
っ
て
い

る
が
、
物
揚
場
な
ど
の
一
部
に
漁
具
等
が
長
期
に
わ
た
り
存
置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ

る
。
平
成
２５年

度
に
港
湾
施
設
の
空
洞
調
査
を
施
行
し
た
際
に
は
、
こ
う
し
た
漁
具
等
が
円
滑
な
調

査
の
妨
げ
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

岸
壁
や
物
揚
場
の
エ
プ
ロ
ン
部
分
は
、
船
舶
へ
の
人
の
乗
り
降
り
、
貨
物
の
積
み
降
ろ
し
の
た
め

の
場
所
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
た
一
般
利
用
の
範
囲
内
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
物
を
置
く
こ
と
は

認
め
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
と
お
り
、
漁
業
者
が
業
務
の
利
便
性
確
保
の
た
め
漁
具
な
ど
を
置
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
日
常
の
巡
視
の
際
は
、
特
に
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
撤
去
指
導
を
行

っ
て
い
る
（
過
去
も
廃
船
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
、
消
防
車
な
ど
の
撤
去
に
つ
な
が
っ
た
。
）
。

さ
ら
に
、
国
東
土
木
事
務
所
長
は
、
県
漁
協
の
関
係
支
店
長
に
対
し
て
、
再
三
、
港
湾
施
設
の
適

正
使
用
に
つ
い
て
の
協
力
を
文
書
で
依
頼
し
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
、
県
が
条
例
に
基
づ
い
た
管
理
業
務
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
な
い
。

⑵
現
在
の
漁
具
等
の
存
置
の
状
態
は
、
国
東
港
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
港
湾
の
機
能
を
損
う
ほ
ど
の

も
の
で
は
な
く
、
県
の
所
有
地
や
港
湾
施
設
に
著
し
く
公
益
に
反
す
る
侵
害
が
あ
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。
国
東
港
の
各
地
区
に
つ
い
て
は
、
元
々
漁
船
の
船
だ
ま
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
港
湾
施
設
と
し
て

整
備
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
漁
業
者
は
「
漁
港
」
と
の
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
国
東
土

木
事
務
所
と
し
て
は
、
国
東
港
の
物
流
機
能
を
確
保
し
た
上
で
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
漁
業
者
へ
の

配
慮
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
国
東
港
の
港
湾
施
設
の
う
ち
大
型
貨
物
船
で
砂
な
ど
の
貨
物
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
熊

毛
地
区
及
び
国
東
地
区
（
田
深
）
の
一
部
分
、
フ
ェ
リ
ー
の
接
岸
は
伊
美
地
区
で
あ
り
、
こ
れ
ら
３

地
区
で
は
、
接
岸
エ
リ
ア
を
分
け
て
お
り
、
港
湾
機
能
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
他
の
地
区
で

は
、
漁
船
等
の
係
留
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
漁
具
を
ど
の
程
度
の
期
間
存
置
す
る
と
不
法
放
置
と
な
る
の
か
明
確
な
規
定
等
は
な
く
、

国
東
土
木
事
務
所
で
は
、
係
留
す
る
漁
船
が
一
般
的
に
使
用
す
る
範
囲
内
と
し
て
こ
れ
ま
で
漁
具
の

存
置
を
認
め
て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
危
険
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
県
漁
協
の
関
係

支
店
長
に
対
し
て
文
書
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
港
湾
の
美
化
に
努
め
る
た
め
、
平
成
２６年

３
月
に
は
放
置
漁
具
の
撤
去
、
平
成
２７年

２
月
に
は
ゴ
ミ
や
土
砂
の
撤
去
を
行
っ
て
お
り
、
完
全
撤
去
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
改
善
さ
れ
て
き

て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２３年

９
月
に
行
っ
た

県
、
国
東
市
、
県
漁
協
に
よ
る
協
議
会
を
ベ
ー
ス
に
再
度
議
論
を
行
い
、
各
地
区
ご
と
に
利
用
ル
ー

ル
を
定
め
、
引
き
続
き
漁
具
問
題
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

３
判
断

⑴
判
断
の
対
象
事
項

ア
本
件
請
求
は
、
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
に
よ
り
県
有
地
に
係
る
県
の
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
港
湾
課
及
び
国
東
土
木
事
務
所
の
職
員
が
県
有
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
改
め
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
知
事
又
は
職
員
が
違
法
又
は
不
当
に
県
有
地
の
管
理
を
怠
る
事
実
が
認
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
違
法
又
は
不
当
に
怠
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
併
せ
て
、

当
該
怠
る
事
実
を
改
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
も
判
断
す
る
。

イ
請
求
人
が
求
め
る
措
置
の
う
ち
、
条
例
第
２５条

に
規
定
す
る
罰
則
の
適
用
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
当
該
怠
る
事
実
を
改
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
又
は
当
該
怠
る
事
実
に
よ
り
県
の
被
っ

た
損
害
を
補
塡
す
る
た
め
の
措
置
の
い
ず
れ
に
も
当
た
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
当

該
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
し
な
い
。

⑵
判
断

ア
別
紙
の
番
号
１
か
ら
番
号
３
ま
で
に
つ
い
て
は
、
請
求
人
が
漁
具
等
が
放
置
さ
れ
て
い
る
と
し

て
摘
示
し
た
土
地
が
県
の
所
有
地
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
別
紙
の
番
号
１
か
ら
番
号
３
ま
で
に
係
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
法
第
２４２条

に
規
定
す
る
要
件
を
具
備
し
な
い
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
か
ら
却
下
す
る
。

イ
知
事
又
は
職
員
が
違
法
又
は
不
当
に
県
有
地
の
管
理
を
怠
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て

ア
条
例
第
３
条
で
は
「
港
湾
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
一
般
使
用
（
貨
物
の
荷
さ
ば

き
そ
の
他
の
使
用
の
目
的
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
使
用
の
目
的
に
必
要
な
範
囲
内
で
使
用
す
る

こ
と
を
い
う
。
）
及
び
専
用
使
用
（
期
間
を
限
っ
て
そ
の
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
専
用
的

に
使
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
種
類
ご
と
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
船
に
つ
い
て
は
、
物
揚
場
の

使
用
に
係
る
使
用
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
々
の
物
揚
場
の
使
用
に
つ
い
て
個

別
に
港
湾
施
設
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
せ
使
用
許
可
書
を
交
付
す
る
手
続
は
、
行
わ
れ
て

い
な
い
。

ま
た
、
監
査
対
象
機
関
の
説
明
の
と
お
り
、
一
般
使
用
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
期
間
物
を
置

き
続
け
る
と
不
法
放
置
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
規
定
は
、
存
在
し
な
い
。

イ
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
始
め
ら
れ
た
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
、
請
求
人
が
事
実
証
明
書
で
あ
る
写
真
を
撮
影
し
た
と
す
る
平
成
２８年

３
月

５
日
又
は
同
月
６
日
か
ら
職
員
監
査
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
現
認
し
た
同
年
４
月
１４日

ま
で
の
３９

日
間
又
は
４０日

間
は
存
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

ウ
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
が
、
監
査
対
象
機
関
が
い
う
「
係
留
す
る
漁
船
が
一
般
的
に
使
用
す

る
範
囲
内
」
で
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
書
面
に
よ
る
許
可
手
続
が

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
漁
船
の
係
留
に
係
る
物
揚
場
等
の
使
用
の
目
的
や
使
用
の
期
間
が
個

別
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
上
、
ど
の
程
度
の
期
間
漁
具
等
を
置
き
続
け
る
と
不

法
放
置
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
条
例
、
規
則
等
に
明
確
な
規
定
が
存
在
し
な
い
以
上
、
本
件
各

漁
具
等
の
存
置
が
不
法
な
も
の
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

エ
上
記
の
と
お
り
、
本
件
各
漁
具
等
の
存
置
が
不
法
な
も
の
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
知
事
及
び
国
東
土
木
事
務
所
長
が
違
法
又
は
不
当
に
県
有
地
の
管
理
を
怠
る
事
実
は
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認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
す
る
。

４
意
見
本
件
請
求
の
監
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
監
査
委
員
と
し
て
の
意
見
を
次

の
と
お
り
述
べ
る
。

港
湾
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
務
に
お
い
て
、
使
用
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
使
用
許
可
を
受
け
る
必
要
も
な
い
か
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

本
件
各
漁
具
等
の
存
置
が
見
受
け
ら
れ
た
物
揚
場
の
よ
う
に
元
々
漁
船
の
船
だ
ま
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
港
湾
施
設
と
し
て
整
備
し
た
経
緯
が
あ
り
、
利
用
者
が
事
実
上
付
近
の
漁
業
者
に
限
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
港
湾
管
理
者
と
し
て
漁
業
者
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
少

な
く
と
も
、
利
用
者
は
把
握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
国
東
土
木
事
務
所
で
は
、
漁
具
等
の
存
置
が
見
受
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
港
湾
利
用
者
に
与

え
る
危
険
や
港
湾
施
設
利
用
上
の
支
障
の
程
度
を
勘
案
し
て
、
施
設
の
安
全
利
用
上
の
優
先
度
の
高
い

も
の
か
ら
撤
去
の
指
導
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
個
々
の
指
導
の
み

で
は
、
漁
具
等
が
長
期
間
存
置
さ
れ
て
い
る
現
状
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
予
想
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

国
東
土
木
事
務
所
と
し
て
は
、
港
湾
利
用
の
適
正
化
や
施
設
の
美
化
を
図
る
た
め
、
地
元
の
協
力
を

得
な
が
ら
各
地
区
ご
と
に
利
用
ル
ー
ル
を
定
め
、
引
き
続
き
漁
具
問
題
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

て
い
る
が
、
所
管
課
に
お
い
て
も
、
適
正
な
港
湾
施
設
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
条
例
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
規
程
と
そ
の
運
用
を
総
合
的
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）
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漁具等が存置されている
場所に係る土地の表示

国東市国東町田深字下川
３１７番１

同上

―

国東市国東町鶴川字王子
５９２番５

国東市国見町伊美字入江島
２ノ２７１１番４２

同上

―

―

国東市武蔵町古市字藤本
４００番３２

左の物件
が占有す
る面積
（㎡）

２７．７

４．７

６６．８

５５．２

８８．０

５１．８

９５４．４

４３３．８

１１８．７

存置されている物件

漁具等

乗船用タラップ１本

タコつぼ、ロープ

タコつぼ

タコつぼ、ブイ、漁具等

ワゴン車（廃車）、漁具、
ドラム缶等

タコつぼ、漁具、ベルトコ
ンベア（車輪付き）等

タコつぼ、漁具、航空機用
コンテナ等

タコつぼ

漁具等が存置されている場所

【国東市が所有・管理する平床
漁港の漁港施設敷地であるため
監査対象外】

【国東市が所有・管理する古町
漁港の漁港施設敷地であるため
監査対象外】

武蔵地区の古市地区５号物揚場
背後の野積場【国東市が所有・
管理する土地であるため監査対
象外】

国東地区の田深地区－２．０ｍ物
揚場背後の野積場

国東地区の田深地区－２．０ｍ物
揚場

国東地区の田深地区－３．５ｍ物
揚場背後の野積場

国東地区の王子ヶ浜地区物揚場

伊美地区の古町地区－２．０Ｍ物
揚場及び同物揚場背後の野積場

伊美地区の古町地区－２．０Ｍ物
揚場背後の野積場

富来地区の松原物揚場背後の荷
さばき地及び野積場

富来地区の松原物揚場のエプロ
ン及び同物揚場背後の荷さばき
地

武蔵地区の古市地区５号物揚場
及び古市地区６号物揚場のエプ
ロン

事実証
明書写
真番号

①②

⑪⑫

⑮

③

③

⑧

④

⑬

⑭

⑤⑥

⑦⑨⑩

⑯

番
号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

別紙 「国東港における漁具等の存置の状況」
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